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松尾　　弘（まつお　ひろし）  序，第 1章，第 3章，第 5章 執筆
	
略歴
	 	1962年生まれ。慶應義塾大学大学院法学研究科修士課程修了，一橋大学大学院法学研
究科博士後期課程単位取得退学。現在，慶應義塾大学大学院法務研究科教授。

	
主要
業績

	 『物権・担保物権法〔第 2版〕』（弘文堂，2008年，共著）
	 	 『開発法学の基礎理論─良い統治のための法律学』（勁草書房，2012年）
	 	 『民法の体系─市民法の基礎〔第 6版〕』（慶應義塾大学出版会，2016年）
	 	 『ヘルムート・コーイング	法解釈学入門』（慶應義塾大学出版会，2016年）
	 	 『発展するアジアの政治・経済・法─法は政治・経済のために何ができるか』（日本評

論社，2016年）

松井　和彦（まつい　かずひこ）  第 2 章 執筆
	
略歴
	 	1970年生まれ。一橋大学大学院法学研究科博士後期課程修了。現在，大阪大学大学院
高等司法研究科教授。

	
主要
業績

	 『契約の危殆化と債務不履行』（有斐閣，2013年）
	 	 『契約法』（日本評論社，2018年，共著）
	 	 「不安の抗弁と倒産手続─民法（債権関係）改正論議を手がかりに」阪大法学66巻 3・	

4 号（2016年）
	 	 「付随的な義務の不履行と契約の解除」法律時報90巻 7 号（2018年）

古積健三郎（こづみ　けんざぶろう）  第 4 章 執筆
	
略歴
	 	1965年生まれ。京都大学大学院法学研究科修士課程民刑事法専攻修了，同研究科博士
後期課程民刑事法専攻単位取得退学。現在，中央大学大学院法務研究科教授。

	
主要
業績

	 『物権・担保物権法〔第 2版〕』（弘文堂，2008年，共著）
	 	 『換価権としての抵当権』（弘文堂，2013年）
	 	 『〈判旨〉から読み解く民法』（有斐閣，2017年，共著）
	 	 「実在的総合人および総有の法的構造について」法学新報123巻 5 ・ 6 号（2016年）
	 	 「入会権をめぐる訴訟の形態について」加藤雅信先生古稀記念『21世紀民事法学の挑

戦 上巻』（信山社，2018年）所収
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原田　昌和（はらだ　まさかず）  第 6 章 執筆
	
略歴
	 	1972年生まれ。京都大学大学院法学研究科修士課程民刑事法専攻修了，同研究科博士
後期課程民刑事法専攻単位取得退学。現在，立教大学法学部教授。

	
主要
業績

	 『リーガル・リサーチ＆リポート』（有斐閣，2015年，共著）
	 	 『日評ベーシック・シリーズ	民法総則』（日本評論社，2017年，共著）
	 	 『START	UP	シリーズ民法①総則 判例30！』（有斐閣，2017年，共著）
	 	 『LEAGAL	QUEST 民法Ⅰ 総則〔第 2版〕』（有斐閣，2018年，共著）
	 	 	「攻撃的取引方法からの消費者の保護について─決定自由の重層的保護の視点から」

淡路剛久先生古稀祝賀『社会の発展と権利の創造─民法・環境法学の最前線』（有斐
閣，2012年）所収


